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特定社会保険労務
士制度について

特定社会保険労務士が一貫して個別労働紛争を解決できるようにするため、せめて裁判所での民事調停の代理権
は認めるべきである。
労働局でのあっせんでは当事者の出頭について強制力がなく、あっせん不成立の場合が多く、あっせんそのものの
意味が無くなることが多いからである。
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